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前報では，PULiMS 試験を対象に落下量等の⼊⼒パラメータが溶融物の拡がり挙動に及ぼす影響を感度解

析で確認した。本報では，凝固モデルについて拡がり挙動に及ぼす影響を感度解析で確認した結果を報告

する。 
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1. 緒言 

米 ANLが開発したMELTSPREADコード[1]は，溶融物の凝固を考慮した拡がり挙動を評価することがで

きる。凝固モデルとしては，マニュアルではバルク凝固を推奨しているが，水中での溶融物の拡がり現象

ではクラストが形成される。そこで、クラスト形成を考慮した凝固モデルの適用性を検討した。 

2. クラスト形成を考慮した凝固モデル 

バルク凝固では，溶融物全体の平均的な凝固（固相率等）を評価している。一方，クラスト形成を考慮

する場合，溶融物内に固体と液体の境界面を設定し，境界面を介する質量とエネルギの保存を計算する。 

3. 解析結果 

前報で基本ケースとした PULiMS-E1試験[2]を対象に，クラ

スト形成を考慮した凝固モデルによる感度解析を実施した。

図 1に拡がり面積の推移を示す。前報の基本ケース（凝固モ

デルはバルク凝固）では，試験開始から数秒後には拡がりは

停止するが，今回の感度ケースでは溶融物の落下期間中（約

十数秒間）は拡がりが継続している。これは，バルク凝固で

は溶融物の全体が徐々に凝固することで全体として流動が

停止するが，クラスト形成を考慮した場合は未凝固の溶融物

は液体として流動は停止せず拡がりが継続するためである。 

4. 結論 

MELTSPREADコードの凝固モデル（クラスト形成を考慮する場合）は，未凝固の溶融物とクラストとの

境界面について，伝熱・流動に関するモデルを追加する等の改良が必要と考えられる。 
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図 1. 溶融物の拡がり面積の推移 
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